
(別紙報告様式）

鳥獣被害防止総合対策事業の評価報告（令和８年度報告）

１　事業評価報告

（協議会名） 現状値 目標値 実績値 達成率 現状値 目標値 実績値 達成率 現状値 目標値 実績値 達成率

令和5年度

R5
・箱わな（4基）
・カワウ生息状況調査（8
回）

令和5年度

令和6年度

R6
・箱わな（4基）
・カワウ生息状況調査（10
回）
・中間支援組織業務委託
（鳥獣被害対策セミナー）
・カラス対策事業（１回）

令和6年度

イノシシ
カラス
アナグマ
カワウ

14,027
2,720
972
8,800

11,222
2,176
778
7,040

12,679
228
679
4,244

48.1
458.1
151.0
258.9

4.03
0.36
0.37
-

3.22
0.29
0.30
-

2.69
0.05
0.08
-

165.4
442.9
414.3
-

1158
178
68
195

1200
300
100
250

489
48
45
65

40.8
16.0
45.0
26.0

令和7年度

R7
・箱わな（8基）
・カワウ生息状況調査（8
回）
・中間支援組織業務委託
(幸ノ浦地区における総合
防除支援)
・集合埋設設備設置
（コルゲート管１基）

令和7年度

注１）被害金額及び被害面積の目標欄については、対象鳥獣及び目標値を記し、これに合わせて他の欄も記載してください。

注２）達成率の算出方法については「実績値（＝基準年値－実績値）／目標値（＝基準年値－目標値）」であるとして算出してください。

注３）被害防止計画の目標と実績の処理頭数の欄については、「ジビエ等の利用拡大に向けた地域の取組（販売拡大支援）」のメニューを活用した場合に記載してください。

２　第三者の意見

注）第三者の名前・所属・役職等を記載のこと。

３　「達成が低調である場合」の判断基準

　被害防止計画のうち，交付金事業の対象獣種に係る面積及び金額の合計値の達成率が、いずれも70％を下回る場合　→　改善計画の作成が必要

目標値(R7) 実績値(R7) 基準年値(R3) 目標値(R7) 実績値(R7) 達成率

イノシシ 11,222 12,679 4.03 3.22 2.69 165.4%

カラス 2,176 228 0.36 0.29 0.05 442.9%

アナグマ 778 679 0.37 0.30 0.08 414.3%

カワウ 7,040 4,244 － － － －

合計 21,216 17,830 4.76 3.81 2.82 204.2%

（注）　達成率　＝　実績値（＝基準年値－実績値）／目標値（＝基準年値－目標値）

972 151.0%

26,519 163.9%

8,800 258.9%

14,027 48.1%

2,720 458.1%

被害金額

イノシシ
カラス

アナグマ
カワウ

個体数の調整

江田島
市有害
鳥獣捕
獲対策
協議会

100%

令和5年2月、4月、令和7
年1月に江田島市で豚熱
を確認し、イノシシの捕獲
数は3年続けて減少した。
集合埋設設備の設置によ
り、従来の埋設に係る捕
獲者の作業負担が軽減し
た。
地域を主体とした「総合防
除」（「防除」、「環境改
善」、「捕獲」の一体的な
取組）の取組（モデルケー
ス）を進めた。

コメント： 総合対策を実施し、3年間でどの鳥獣種においても被害面積を減らしている。最も被害の多いイノシシに関しては、被害金額の達成率は低いものの現状値よりも被害を減らしており、対策の効果は感じられる。
事業内容の個体数の調整による農作物被害低減の効果を客観的に評価することも今後必要と考えられる。（農研機構畜産研究部門動物行動管理研究領域　堂山宗一郎）

利用率・
稼働率

事業効果事業内容 事業量 管理主体

対象獣種 被害面積（ha）

基準年値（R3） 達成率

被害金額（千円）

被害防止計画の目標と実績

江田島市有害鳥獣捕
獲対策協議会

江田島
市内全

域

供用開始
時期

事業実施主体名
対象地域 実施年度 対象鳥獣

捕獲による対策だけで
は被害軽減の限界が
あるため、「総合防除」
を基本とした対策を推
進する。

事業実施主体の評価
獣種

市町名： 江田島市

被害防止計画の目標と実績

被害面積 処理頭数


